
                                       
 
 

 

「その一歩が、命を守る。」－学校から始まる「流域治水」 

～「流域治水」について学ぶ防災教育教材の配布開始！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシのポイント 

 誰でも直感的に理解できる！ 

親しみやすいイラストを豊富に用い、子どもから大人まで幅広い世代で活用可能 

 楽しく学べて記憶に残る！ 

クイズ形式を取り入れ、主体的に考えながら防災知識を深められる構成 

 段階的に防災力を高める！ 

全７テーマで体系的に学習でき、実践的な行動力の定着につながる内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災教育教材は、岡山河川事務所のウェブサイトにて閲覧することができます。 

URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/ryuuikichisui/kanrentorikumi.html 

 

発表日 令和8年７月16日 

発表者 国土交通省 中国地方整備局 

岡山河川事務所 

令和8年7月より、岡山県内の小学5年生を対象に、水害を「自分事」として捉え、自

ら命を守る行動や流域治水について学ぶ防災教材を配布します。 

近年の気候変動に伴う水災害の激甚化・頻発化を背景に、国土交通省は住民や企業

などあらゆる関係者が一体となって取り組む「流域治水」を推進しています。 

本教材により、児童の防災意識を高め、家庭や地域への波及を通じて地域全体の防

災力向上につなげることを目指します。 

問い合わせ先：国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所   
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TEL  086-223-5101（代表） 

086-223-5187（流域治水課直通）  

配布先：岡山県政記者クラブ、岡山市政記者クラブ 

     倉敷記者クラブ 



                                       
 
 

目的 

岡山三川の流域では、これまでハード・ソフト一体となった流域治水の取組を進めていま

す。これらの継続に加え、流域治水に関する情報発信を一層推進していくことが求められて

います。 

  一方で、西日本豪雨等の水害からの時間経過に伴い、防災意識の風化が懸念されていま

す。このため、地域の水害の記憶と教訓などを次世代に伝えることとして、今回の取組を実

施し、児童への防災意識の定着と、家庭・地域への波及効果を図り、地域全体の防災力の維

持・向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 実施内容 

・小学５年生を対象に、水害に関する基礎知識や避難行動等を学ぶための普及啓発チラシ

を作成し、令和８年７月から翌年２月まで月１回、計７回配布します。 

・配布チラシは、A４一枚程度。 

イラストや漫画を活用することで児童の理解促進、内容については、川との関わり方、過去

の水害事例、ハザードマップの見方、適切な避難行動、日頃の備え、流域治水の取組など、

段階的に理解を深められるテーマ構成としています。 

 

 ＜学習テーマ＞ 

① ７月：川との付き合い方 （川の恩恵、安全利用について） 

② ９月：岡山県内の過去の水害 

③ １０月：水害リスクの把握と避難場所 （ハザードマップ、避難場所など） 

④ １１月：避難行動と避難のタイミング （避難指示・警戒レベルなど） 

⑤ １２月：日頃の備えについて （防災グッズ・マイタイムラインなど） 

⑥ １月：水害を防ぐための対策 （流域治水、堤防工事など） 

⑦ ２月：流域治水の具体的な取組   

 






